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宮崎県の概要・財政状況
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1 宮崎県の概要



(1)宮崎県のすがた

1

人口 1,061千人（R3年）

（全国比 約0.8％）

面積 7,735k㎡（R3年）
（全国比 約2.0％）

気候

交通網
空路（宮崎空港） 海路（宮崎港・細島港・油津港・志布志港）

温暖な気候

利便性の高い
アクセス環境

快晴日数

年 52.7 日

日照時間

2,116 時間

平均気温

17.4 ℃

降水量

2,509 ㎜

総務省「人口推計（令和３年10月１日現在）」 国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」

気象庁「日本気候表」（宮崎市 S56～H22の平均）

釜山
大韓民国

上海
中華人民共和国

高雄
台湾



製造業
16.8%

保健衛生・社会事業
12.5%

農林水産業
4.6%

不動産業
8.9%

卸売・小売業
11.5%公務

7.5%

建設業
6.3%

専門･科学技術・
業務支援サービス業

5.5%

教育

運輸・郵便業
5.2%

その他のサービス
4.0%

その他
12.8%

(2)宮崎県の経済・人口
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県内総生産（名目） ３兆７，０３９億円（R元年）

産業別構成
第１次産業

（農林水産業）に強み

4.6 ％（全国1.0％）

人口等のうごき

高齢化率と合計特殊出生率の推移人口の推移

全国上位の

合計特殊出生率

1.64 (全国1.30)

全国３位！

単位：万人

宮崎県「宮崎県の人口」 厚生労働省「人口動態統計」 総務省「人口推計年報」

※四捨五入の関係で計と内訳が一致しない場合がある。（以下の本資料の図表において同じ。）

第１次産業
4.6%

第２次産業
23.1%

第３次産業
71.7%

108.8

108.0 107.2 107.0
106.1

104.0

105.0

106.0

107.0

108.0

109.0

110.0

H29 H30 R元 R2 R3

31.0

31.7

32.2
32.6

33.1

1.73 1.72 1.73 1.65 1.64

1.60

1.70

1.80

1.90

2.00

2.10

29.5

30.0

30.5

31.0

31.5

32.0

32.5

33.0

33.5

H29 H30 R元 R2 R3

高齢化率 合計特殊出生率



(3)宮崎県の魅力

3

食と県産品 観 光

神 話 スポーツ



(4)宮崎県の１番
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豊かな自然と観光資源 安全・安心で豊かな食材

全国に誇る宮崎県産品 暮らしやすいみやざき

●照葉樹天然林（天然の照葉樹林の規模）

●神楽（国指定重要無形民俗文化財の指定数）

●日南海岸国定公園（海域公園地区として日本初指定）

●宮崎牛（全国和牛能力共進会で内閣総理大臣賞

を４大会連続で受賞）

●近海かつお一本釣り（漁獲量）

●生産額ベース食料自給率（22年連続日本一）

●本格焼酎（出荷量）

●釜入り茶（生産量）

●スギの素材（生産量）

●スイートピー（出荷量）

●共働き世帯における夫の家事関連時間

●消費者物価（日本一安い）

●太陽熱温水器（普及率）



｢人を育む力｣、｢自然｣は全国1位

(5)未来を築く新しい「ゆたかさ」への挑戦

5

ゆ た か さ 指 標 ＝ ２ つ の 指 標

県民の

｢目に見えるゆたかさ｣指標
公的統計データと県民意識を反映した

重み付けを用いて、宮崎の姿を客観的に
捉える指標

「目に見えるゆたかさ」指標

宮崎県

全国平均50.0

県民が伝えたい

｢心で感じるゆたかさ｣指標
民間調査機関等の統計データから、県民
が暮らしの中で実感している宮崎らしい
｢ゆたかさ｣を集めた指標

ゆたかさ指数
（2021年･総合値）

51.8
（全国10位）

「自然」は全国１位！

45.8

57.0

47.8

56.459.5

49.7

46.7

Ⅰ 経済

Ⅱ 人を
育む力

Ⅳ 健康Ⅴ 自然

Ⅶ 安心な
くらし

Ⅲ 時間
Ⅵ くらし

の便



(6)県民目線の「ゆたかさ」

（1位）子育てのしやすさが自慢 33.0%…2021年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（1位）自分は「正直者」と思う 30％…2020年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（1位）降雨量（年間） 3,045.51mm…統計で見る都道府県の姿2021（総務省統計局）

（2位）幸福度 73%…地域版SDGs 調査 2021（ブランド総合研究所）

（2位）地元の人のホスピタリティを感じた 42.2％…じゃらん宿泊旅行調査2021（㈱リクルートライフスタイル調べ）

（2位）自分は「優しい」と思う 27％…2020年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（2位）「スポーツの盛んさ」が自慢 15.0％…2021年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（3位）家族を大切にしたい 85.0%…2021年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（3位）快晴日数（年間） 38日…統計で見る都道府県の姿2021（総務省統計局）

（4位）家族円満のために「会話をする」ことが必要だと思う 46.0％…2021年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（4位）都市公園面積（人口１人当たり） 21.0㎡/人…2020年 公園等整備状況調査（国土交通省）

（5位）家族の仲がいい 76.0%… 2021年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

（5位）「お酒の美味しさ」が自慢 29%… 2021年 生活意識調査（ソニー生命㈱調べ）

6

「心で感じるゆたかさ」指標

見つめ直したい
暮らしの中の
ゆたかさ

結婚・子育て生活の
ゆたかさ

人柄の良さの
ゆたかさ

自然のめぐみの
ゆたかさ



２ 宮崎県の産業・取組



(1)持続可能な魅力あるみやざき農業①

7

本県の令和２年農業産出額 ３，３４８億円（全国６位）

「みやざきスマート農業推
進方針」を策定し、ICTやロ
ボットなどの先端技術を農
業分野に導入することによ
り、無人化・省力化や規模
拡大・生産性の向上を図る
とともに、農業の担い手や
労働力不足の解消に取り組
んでいる。

就農希望者への｢就農相
談｣、｢体験・研修｣、｢就
農準備｣等、切れ目ない
支援により、次世代を担
う農業者の確保・育成に
取り組んでおり、就農ト
レーニングセンター施設
での技術習得や経営者の
確保育成のためのリー
ダー養成塾を実施。

本県農業の生産力 担い手の確保・育成

スマート農業の推進 家畜防疫体制の強化

本県畜産業は口蹄疫や
鳥インフルエンザ等の
発生という大きなリス
クを常に抱えており、
「農場防疫」、「水際
防疫」、「地域防疫」
や「迅速な防疫措置」
に向けた組織体制の維
持・強化に取り組んで
いる。

品目
収穫量・

飼養頭羽数
全国順位

ピーマン 26.8千トン 2位

きゅうり 60.7千トン 1位

マンゴー 1,165トン 2位

肉用牛 250千頭 3位

豚 797千頭 2位

ブロイラー 2,801万羽 1位

全国有数の

食料供給基地



351 549 573 725 763 838 

2,623 

3,616 
4,184 

4,347 

5,522 

7,272 

475 

476 

788 
867 

1,005 

766 

3,449 

4,641 

5,544 
5,940 

7,289 

8,877 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H28 H29 H30 R元 R2 R3

農産物 畜産物 水産物

(1)持続可能な魅力あるみやざき農業②
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宮崎キャビア香港輸出
［H29年3月］

国産キャビア初輸出!!

「宮崎牛」が採用

ゴルフ
マスターズチャンピオンズディナー

［R４年４月］

県産特産物の海外輸出促進に

向けて積極的なトップセールス等

を展開!!

農畜水産物の輸出額の推移

（百万円）

ｱｶﾃﾞﾐｰ償授賞式のｱﾌﾀｰﾊﾟｰﾃｨ
［H28～H30］



(2)持続可能なみやざきの森林・林業・木材産業
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スギの素材生産量は
約193万1千㎥（全
国の約15%）で、
３１年連続日本一

本県の令和元年林業産出額 ２８７．８億円（全国４位）

次の世代へ資源を繋げるには
「伐って、使って、すぐ植える」資
源循環型林業の実現が大変重
要であり、宮崎県では再造林や
優良な苗木の生産拡大等にも
力を入れ、再造林率は73％
（全国平均57% ※参考値）
となっている。

平成31年4月に「みや
ざき林業大学校」を開
講し、実践的な林業の
知識や技術を身につけ
た即戦力となる新規就
業者の確保・育成を
行っている。

木材の生産 担い手の確保・育成

資源循環型の森林づくり 研究・技術開発

「木材利用技術セン
ター」を設置し、木材
の利用拡大に繋がる新
たな商品の効率的な開
発について、異業種の
企業などと連携して推
進。



(3)「スポーツランドみやざき」の推進
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春季キャンプ（令和4年1月～3月）
団 体 数： 253団体
参 加 人 数： 7,057人
延参加人数： 72,644人
観 客 数：209,870人

本県の温暖な気候や充実した施設などのスポーツ環境を生かし、
スポーツキャンプ・イベントの誘致を図っている。

プロスポーツ団体に対する激励品
贈呈や、スポーツ合宿を行うアマ
チュア団体への経費を支援するこ
とにより、スポーツキャンプ・合宿
等を誘致し、参加者や誘客など
による経済効果や本県のPRにつ
なげている。

「スポーツランドみやざ
き」の推進強化を図るた
め、大学等への誘致セー
ルス・セミナーの実施や
キーマンを招請し受入環
境のPRを行っている。。

スポーツキャンプの状況 誘致セールスPR活動事業

スポーツキャンプ等受入支援 スポーツイベント開催支援

各種スポーツイベントに対して、
経費等を助成することにより、参
加者や誘客による経済効果につな
げている。
・３大ゴルフ公式戦
・トライアスロンワールドカップ
・ファーム日本選手権
・フェニックスリーグ
・青島太平洋マラソン
・その他スポーツイベント開催

ＷＢＣ侍ジャパン宮崎合宿 決定
(令和５年2月予定）



東京オリパラの選手村ビレッジプラザへ提供した県
産材を活用予定！

24時間だれでも利用可能！

(3)「スポーツランドみやざき」の推進（新たな拠点）

「ソラシドエアサーフィンセンター木崎浜」
令和４年4月供用開始

屋外型トレーニングセンター整備
令和５年4月供用開始予定

令和９年開催 国民スポーツ大会施設整備 令和７年頃完成

県プール（宮崎市）
事業着手

県陸上競技場（都城市）
建設工事着工

県体育館（延岡市）
建設工事着工 11



(4)人口減少対策の取組強化
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①出会いのサポート
「みやざき結婚ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ」
を設置し、会員登録者を引
き合わせ、結婚までを支援。
②子育てを応援する機運の
醸成

イベントの開催や高校等へ
の出前講座をとおして、社
会全体で子育てを応援する
気運の醸成を図る。

本県の合計特殊出生率 1.64（全国1.30） 全国３位

GIGAスクール構想の実現に向け
て、環境整備と人材育成をさらに
推進するとともに、職場体験実
習などを通じて外部人材を活用
し、地域産業界や地元自治体
が期待する将来を支える人材づく
りに取り組んでいる。

「宮崎ひなた暮らしUIJﾀｰﾝｾﾝ
ﾀｰ」を設置し、ＵＩＪターン
就職希望者への移住相談会や
職業紹介を実施。
また、高校生等の県内就職を
促進するため、県内事業者と
の意見交換会や企業説明会等
を行っている。

結婚・子育て支援 県外人材のＵターン就職・高校生等の県内就職促進

ＩＣＴや外部人材を活用した質の高い教育の展開 デジタル時代に活躍できる人材の育成

AIやIoT、ロボットなど先
端ICTの基礎を学ぶことが
できるオンライン学習や
実践学習等をとおし、人
材を育成。
離職者・失業者を対象と
したITの知識・技術の習
得や県内企業への就職支
援を実施。



(5)新型コロナの感染状況
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知事記者会見

主な行動要請



(6)コロナ禍からの復興や原油・物価高騰対策（支援策）
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経済の早期回復 事業者の負担軽減

子育て世帯や生活困窮者等への支援

➢交通・物流事業者への支援
・燃料費高騰分等を補助

主なもの

➢消費喚起
・プレミアム付き商品券・デジタル食事券の発行
・県産農畜水産物を学校給食等に提供

➢人流回復支援

・公共交通機関の利用促進企画や

県内教育旅行を支援

➢生産性向上
・施設園芸のデジタル化を支援

➢民間事業者への省エネルギー対策支援
・再エネ設備の導入と省エネ設備の更新経費補助

など

➢保育所給食等への支援
・保育所等の給食について、材料費高騰分を支援

➢生活困窮者への法律相談支援
・生活福祉資金の返済が困難な状況にある借受人等の債務整理

や、返済に係る法律相談の経費を負担

➢農林水産業者への支援
・資材の価格高騰分への補助や

省エネ機械の導入経費補助など



３ 普通会計決算の概要



◆ 歳入・歳出は、5,700億円程度で推移していたが、令和2年度以

降は新型コロナ対策等により大きく増加

◆ 令和３年度…（歳入）約7,144億円、（歳出）約6,973億円

15

(1)歳入・歳出決算規模の推移

（億円）

※H27の1,200檍円は口蹄疫対策転貸債等に係る歳入・歳出

歳入・歳出決算額（普通会計）の推移
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◆ 自主財源は約４割で推移

◆ 地方交付税等の依存財源の割合が高い

16

(2)歳入内訳

R3歳入決算の内訳（普通会計）

歳入
7,144億円

自主財源

2,484億円

34.8%

依存財源

4,660億円

65.2%

県税

1,396億円

19.5%

諸収入

508億円

7.1% 繰入金

240億円

3.4%

使用料・手数料など

341億円

4.8%地方交付税

2,050億円

28.7%

国庫支出金

1,542億円

21.6%

県債

857億円

12.0%

地方譲与税など

212億円

3.0%



◆ 自主財源は、2,000～2,500億円程度で推移

◆ 令和3年度…約2,484億円（自主財源比率 34.8%）
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(3)自主財源の推移

（億円） （％）
自主財源の推移（普通会計）

※H27の「その他」には口蹄疫対策転貸債等分（1,200檍円）を含む。

2,010 
2,217 2,215 

3,474 

2,189 2,153 2,168 2,095 

2,523 2,484 

35.7 36.4 
38.2 

50.2 

38.7 
37.5 38.3 

36.8 36.6 
34.8 
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40.0

50.0

60.0

0
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1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

地方税 その他 合計 自主財源比率



◆ 義務的経費が４割程度、投資的経費が２割程度、

その他一般行政経費が４割程度で推移
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(4)歳出内訳

R３歳出決算の内訳（普通会計）

歳出
6,973億円

義務的経費

2,391億円

34.3%

投資的経費

1,362億円

19.5%

補助費等

3,219億円

46.2%

人件費

1,456億円

20.9%

公債費

782億円

11.2%

扶助費

153億円

2.2%

補助

933億円

13.4%

単独

274億円

3.9%

直轄

82億円

1.2%

災害復旧事業費

72億円

1.0%

その他

2億円

0.0%

補助費等

1,903億円

27.3%

貸付金

401億円

5.7%

その他

916億円

13.1%



◆ 義務的経費は2,500億円程度で推移

◆ 令和３年度…約2,391億円（義務的経費の割合 34.3%）
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(5)義務的経費の推移

（億円） （％）義務的経費の推移（普通会計）

※H27の「公債費」には口蹄疫対策転貸債等分（1,200檍円）を含む。

2,553 2,512 2,535 

3,693 

2,486 2,463 2,426 2,419 

2,417 
2,391 

46.4 

42.4 
44.8 54.5 45.1 44.0 44.0 43.7 
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34.3 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

人件費 扶助費 公債費 義務的経費の割合



2,970 

992 1,136 1,145 
913 947 

1,103 1,041 1,158 1,293 1,362 

43.0
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19.2 20.2

13.5

17.2
19.7 18.9

20.9
19.4 19.5
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H10 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

◆ 投資的経費は1,000億円程度で推移

◆ 令和3年度…約1,362億円（投資的経費の割合 19.5%）

⇒ 防災・減災・国土強靱化緊急対策事業の増加等による
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(6)投資的経費の推移

（億円） （％）投資的経費の推移（普通会計）



◆ 歳入総額に占める県債残高の割合は全国平均を下回る（良好）

（R２年度）全国平均 1.42／宮崎県 1.22（全国７位）

◆ 令和３年度…県債残高 約8,517億円

歳入総額に占める県債残高の割合 1.19

8,519 

10,465 10,408 10,263 

8,895 8,711 8,573 8,448 8,375 8,411 8,517 

1.27

1.86

1.71

1.77

1.28 1.54
1.49 1.49 1.47

1.22

1.19

1.42
1.74 1.74 

1.73 

1.71 

1.72 1.73 1.73 1.71 

1.42 
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16,000

18,000

H14 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

普通債（実質的な県債） 臨時財政対策債

口蹄疫対策転貸債等 地方債残高/歳入総額（宮崎県）

地方債残高/歳入総額（全国平均）
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(7)県債残高の推移

（億円）
県債残高の推移（普通会計）



◆ 財政調整に用いる基金は450億円程度で推移

◆ 令和３年度…約733億円（満期一括償還財源等分 約146億円）

◆ 満期一括償還に備え、償還財源の確実な積立てを実施

◆ 国土強靱化対策や国スポ施設整備に伴う公債費の増加及び地方交

付税の減額精算に備え、令和３年度の残高は大きく増加
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(8)基金残高の推移

（億円） 財政関係２基金残高の推移

508 475 463 468 450 445 445 440 440 

587 

68
75 82 89 98 71 67 46 42

146
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県債管理基金（満期一括償還財源等分）

財政関係２基金の残高（財政調整積立金＋県債管理基金（満期一括償還財源等分以外））



◆ 堅実な財政運営により全国的に優位な健全性を確保

◆ 実質公債費比率・将来負担比率ともに、着実に改善傾向

【R２年度】 【R３年度】

・ 実質公債費比率 10.6％（全国22位） ⇒ 10.6％

・ 将来負担比率 103.6％（全国４位） ⇒ 95.7％
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(9)財政指標の状況

将来負担比率（％）

実質公債費比率（％）

実質公債費比率及び将来負担比率の状況（R2年度決算）



４ 公営企業・公社・出資法人決算の概要
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(1)公営企業・公社の状況

公営企業

いずれの会計も大きな損失は生じておらず、健全な経営状況。

病院 電気 工業用水道 地域振興

R2 R3 R2 R3 R2 R3 R2 R3

BS

資産 57,283 78,033 50,727 48,903 4,313 4,274 841 831

負債 49,815 70,433 6,644 7,144 2,577 2,506 729 717

資本 7,468 7,600 44,083 41,760 1,736 1,768 112 114

PL

総収益 35,825 35,640 4,550 4,579 369 354 17 19

総費用 34,481 35,508 4,252 4,543 349 322 22 16

純利益・損失 1,344 132 298 35 19 32 ▲ 5 2

単位：百万円

公社

損失は生じておらず、健全な経営状況。
単位：百万円

道路公社

R2 R3

BS

資産 21,789 22,321

負債 18,802 19,334 

資本 2,987 2,987

PL

総収益 842 931

総費用 842 931

純利益・損失 0 0



一部の赤字団体においては、それぞれ経営改善に向けた取り組みが進められており、

県としても必要に応じて関与。
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(2)出資法人の状況

経営状況報告対象団体

単位：百万円

県出資額
県出資
比率

PL
正味財産増減額（当期利益）

BS（R3）

R2 R3 資産 負債 資本

1 公益財団法人宮崎県私学振興会 197 46.2% 0  ▲ 1 5,973 5,527 446

2 公益財団法人宮崎県立芸術劇場 226 100.0% 35 ▲ 15 564 95 469

3 公立大学法人宮崎県立看護大学 3,989 100.0% 46 57 5,744 2,040 3,703

4 公益財団法人宮崎県生活衛生営業指導センター 2 25.6% ▲ 0 0 15 4 11

5 公益財団法人宮崎県移植推進財団 30 63.3% 1 0 51 3 48

6 公益財団法人宮崎県健康づくり協会 8 26.7% ▲ 28 ▲ 51 1,886 635 1,252

7 一般社団法人宮崎県林業公社 5 37.0% ▲ 751 ▲ 727 26,314 37,617 ▲ 11,303

8 公益社団法人宮崎県林業労働機械化センター 4 44.4% 10 9 172 6 166

9 公益財団法人宮崎県機械技術振興協会 2 50.0% 1 ▲ 0 19 4 15

10 公益財団法人宮崎県観光協会 108 38.4% ▲ 0 ▲ 0 442 120 322

11 公益財団法人宮崎県国際交流協会 443 81.5% 1 1 555 6 549

12 公益社団法人宮崎県農業振興公社 20 33.3% ▲ 13 ▲ 8 2,035 945 1,089

13 一般財団法人宮崎県内水面振興センター 15 50.0% ▲ 4 ▲ 8 73 38 35

14 一般財団法人宮崎県水産振興協会 56 50.0% 3 ▲ 5 324 58 266

15 一般社団法人宮崎県肉用牛枝肉価格安定基金協会 20 32.4% 0 0 85 83 2

16 一般社団法人宮崎県家畜改良事業団 40 40.8% 25 4 1,017 252 765

17 一般社団法人宮崎県酪農公社 80 49.8% 3 2 285 414 ▲ 128

18 公益財団法人宮崎県建設技術推進機構 20 66.7% 63 44 1,126 486 640

19 公益財団法人宮崎県暴力追放センター 395 79.8% 1 0 524 13 511

20 社会福祉法人宮崎県社会福祉事業団 0 0.0% 50 187 11,914 812 11,103

21 公益財団法人宮崎県産業振興機構 14 12.7% ▲ 14 ▲ 15 951 456 495

※出資法人への損失補償債務を含む将来負担比率(R3:95.7%)は全国でも低水準であり、県財政の健全性を十分確保。



５ 行財政改革の状況
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行財政改革の取組と成果

みやざき行財政改革プランに基づき、「持続可能な行財政基盤の確立」に取り組んでいる。

行財政改革への取組状況

未来みやざき創造プランの基本目標『未来を築く新しい「ゆたかさ」への挑戦』

宮崎県行政改革大綱2006（平成17年度～平成18年度）

宮崎県行財政改革大綱2007（平成19年度～平成22年度）

みやざき行財政改革プラン（平成23年度～平成26年度）

みやざき行財政改革プラン（第二期）（平成27年度～平成30年度）

みやざき行財政改革プラン（第三期）（令和元年度～令和4年度）
第９次

第８次

第７次

第６次

第５次

基本目標の下支え

行財政改革の成果

職員数の推移
（単位：人）

H17 H29 H30 R元 R2 R3

知事部局等 4,231 3,801 3,793 3,783 3,798 3,791

教育 10,570 9,459 9,459 9,509 9,491 9,478

警察 2,281 2,349 2,333 2,325 2,342 2,350

計 17,082 15,609 15,585 15,617 15,631 15,619

人件費の推移
※普通会計決算ベース

（単位：億円）

H17 H29 H30 R元 R2 R3

人件費 1,580 1,478 1,457 1,466 1,469 1,456

普通建設事業の推移
※普通会計決算ベース

（単位：億円）

H17 H29 H30 R元 R2 R3

単独 550 187 186 224 295 274

その他 925 842 798 850 934 1,017

計 1,476 1,029 983 1,074 1,229 1,291



６ 今後の財政見通し
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財政見通し（試算）①

◆ 多額の財政負担が見込まれる事業の実施にあたり、今後10年間の本県の財

政状況について試算を行い、県民に分かりやすく公表。

◆ 県債残高は、令和7,8年度の8,711億円程度をピークに緩やかに減少。

◆ 財政調整に用いる基金の残高は、300億円程度を維持。

（参考）国スポ・障スポ大会及び国土強靭化加速化対策に係る経費の試算

（単位：億円）

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

6,162 6,201 6,327 6,202 6,045 5,997 5,990 5,896 5,956 5,841

451 585 622 583 365 374 352 345 329 321

6,415 6,449 6,587 6,412 6,266 6,228 6,223 6,136 6,203 6,080

770 695 650 654 657 630 663 671 659 650

1,009 1,216 1,274 1,188 902 931 900 895 872 860

▲ 253 ▲ 248 ▲ 259 ▲ 210 ▲ 221 ▲ 231 ▲ 232 ▲ 240 ▲ 248 ▲ 239

551 520 481 487 479 460 439 409 372 342

8,292 8,332 8,541 8,711 8,711 8,645 8,565 8,449 8,313 8,194

4,978 5,089 5,348 5,568 5,590 5,603 5,584 5,529 5,438 5,350

県債残高

　うち臨時財政対策債除く

　普通建設事業費

歳入

　県債（臨時財政対策債除く）

歳出

　公債費

収支不足

　財政関係２基金残高(２月補正後)

（単位：億円）

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 合計

76 111 166 52 34 114 0 - - - 553

ハード整備 72 105 159 41 8 12 - - - - 397

ソフト事業 4 6 7 11 26 102 - - - - 156
70 232 232 232 766

(232) (928)

486
(648)

単独 70 70 70 70 - - - - - - 280
 （　）内は令和３年度１月補正額を含む参考値

-----

- - - - -

国スポ・障スポ大会関係

国土強靭化加速化対策関係

補助・直轄 -162162162(162)

-
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財政見通し（試算）②

（億円）（億円）

4,978
5,590 5,350 5,097 4,807 4,652
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県債残高（臨財債除く） 県債残高（臨財債） 公債費（令和３年度試算）



７ 市場公募債の発行概要



◆ 今後の資金需要の増加を踏まえ、市場公募債の導入（R元～）

による調達手段の多様化より、将来にわたる安定的な資金調達を

目指す。

（今後見込まれる資金需要の主な増加要因）

・国民スポーツ大会開催（2027年見込み）に係る施設整備

・公共施設等の老朽化対策

・防災・減災、国土強靱化対策の継続的な実施

29

(1)市場公募債導入の背景

持続可能な宮崎県の土台づくり



(2)持続可能な宮崎県の土台づくり
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新船｢フェリーたかちほ」、
「フェリーろっこう」就航

（宮崎カーフェリー）
2022年4月、10月就航

東九州自動車道
九州中央自動車道

陸上交通の
強化

県立宮崎病院再整備
2022年1月開院

県防災庁舎整備
2020年７月完成

防災の拠点

アミュプラザみやざき開業
（宮崎交通、ＪＲ九州）2020年11月

国民スポーツ大会施設整備
2025年頃完成

スポーツの拠点

県体育館県プール

県陸上競技場

宮崎駅西口駅前広場完成
2020年10月

にぎわいの拠点

医療の拠点

海上交通の強化
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(3)今年度の発行計画（予定）

発行額

償還年限

発行時期 令和４年１１月

100億円

５年（満期一括償還方式）

発行方式 シンジケート団引受方式

宮崎県は健全な財政運営を維持しています。

ぜひ、宮崎県債をご購入ください。



■宮崎県 総務部 財政課 財政企画担当

〒880-8501 宮崎県宮崎市橘通東２丁目10番1号

電話：0985-26-7015（直通）

E-MAIL：zaisei@pref.miyazaki.lg.jp

問い合わせ先

■宮崎県ホームページ

https://www.pref.miyazaki.lg.jp/kense/zaise/index.html

財政・県債に関する情報


